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予算額

(千円）
事業の内容

港湾施設の管理不備により港湾の利

用（通常の荷役作業等）に支障を与え

た件数

0件（R6年度）

0件（R8年度）

港湾施設防災・減災対策事

業費【港湾海岸課】
150,000

防波堤や浮桟橋等の港湾施設の補強、改良

弓削港（上島町）など18箇所

港湾施設の補修進捗率

（R10までに対策が必要な港湾施設

の整備完了を目指す）

61%（R3～6年度累計）

88%（R3～8年度累計）

河川整備率
46.4％（～R6年度累計）

46.1％（～R8年度累計）

河川防災緊急対策事業費

【河川課】
624,000

重要水防箇所等の河床掘削

（二）宮前川（松山市）など68箇所

土砂堆積箇所実施率

（70％/年　以上を目指す）

70.7%(R6年度）

   70%（R8年度）

流域治水対策推進事業費

【河川課】
699,000

市町と連携した治水対策の推進等

（一）肱川（西予市）など59箇所

対象工事の進捗率

（７％/年　増を目指す）

35.5%（～R6年度累計）

49.5%（～R８年度累計）

基準年から目標年に整備する海岸施

設により高潮や津波浸水から守られ

る地域の面積

9,013ha（～6年度累計）

9,014ha（～8年度累計）

海岸施設防災・減災対策事

業費【港湾海岸課】
104,000

浸水被害防止のための水門・陸閘等の補修等

松前港海岸（松前町）など10箇所

海岸保全施設の補修進捗率(長寿命

化計画における対策が必要な施設の

整備率15.5％増を目指す)

33.5%（H30～R6年度累計）

   42%（H30～R8年度累計）

土砂災害防止施設により土砂災害か

ら保全される人家戸数

8,495戸（H25～R６年度累計）

9,508戸(H25～R8年度累計)

集落・避難路保全斜面地震

対策事業補助金【砂防課】
60,000

市町が行うがけ崩れ防災対策事業の補助

新田C地区（宇和島市）など8箇所

集落・避難路保全斜面地震対策事業

によって保全される人家戸数

(37戸/年　以上を目指す)

701戸（H25～R６年度累計）

764戸（H25～R8年度累計）

砂防施設防災・減災対策事

業費【砂防課】
683,400

砂防設備等の機能維持等

（砂）三谷川（四国中央市）など75箇所

要対策箇所の修繕率

（5％/年　増を目指す）

39%（R1～６年度累計）

53%（R1～8年度累計）

要対策箇所における対策完了率
67.9％（～R６年度累計）

69.0％（～R8年度累計）

地震防災関連道路緊急整備

事業費【道路建設課】
895,000

緊急輸送道路等の県管理道路の改築

（主）伯方島環状線（今治市）など61箇所

二次緊急輸送道路の改良率

（0.2%/年　増を目指す）

85.9%（～R６年度累計）

86.6%（～R8年度累計）

道路防災・減災対策事業費

【道路維持課】
1,088,000

原発避難道路等の法面対策や路面補強等

（主）大洲野村線（西予市）など113箇所

防災点検における要対策箇所の解消

率（1％/年　増を目指す）

71%（～R６年度累計）

74%（～R8年度累計）

細施策KGI・KPI

【細施策26-6】

  港湾の適正管理

【細施策29-9】

　土砂災害の予防

細施策名・事項名【担当課】

【細施策29-11】

　道路防災減災

【細施策29-7】

　河川災害の予防

【細施策29-8】

　津波・高潮災害の予防
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１ 県単独緊急防災・減災対策事業
令和７年度９月補正予算（案）

予算額 4,303,400千円

切迫性が増している「南海トラフ地震」や近年、激甚化・頻発化する豪雨災害に備え、県民の安全・安心を確保するため、避難
道路や河川、砂防施設等の整備を緊急に行う県独自の防災・減災対策を積極的に推進する。

29 大規模災害に備えたまちづくり

県の管理する公共施設等の管理不備・老朽化に起因する
重大事故発生件数

右表のとおり

右表のとおり 現状値
目標値

右表のとおり

災害時に孤立集落
等の発生の恐れが
ある県管理道路の
改良・法面対策等

砂防施設の整備
や機能維持を行う
ための土砂撤去等

治水対策、堤防補強等の
地震・津波対策

防波堤や護岸、岸壁等の
施設の機能強化

 0件(R6年度)現状値26 公共施設の適正なマネジメント

災害想定死者数

右表のとおり 右表のとおり

0件(R8年度)目標値

右表のとおり

16,032人(H25年)現状値 2,439人目標値

〇能登半島地震等を踏まえた交通網の整備 〇命を守る土砂災害対策の推進

〇洪水に強い人命・財産を守る河川整備 〇津波や高潮に強い海岸施設等の整備

激甚化・頻発化する大規模地震や豪雨災害

約20億円 約７億円

約13億円 約３億円

能登半島地震 令和６年１月

法面工 除石工

松山市 令和6年11月

お問い合わせ先
土木部河川港湾局 河湾川岸課（089-912-2670）
土木部道路都市局 港湾海岸課（089-912-2690）
土木部道路都市局 砂岸防岸課（089-912-2700）
土木部道路都市局 道路建設課（089-912-2710）
土木部道路都市局 道路維持課（089-912-2720）
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２ 地方創生につなげる防災・減災対策等の推進事業
令和７年度９月補正予算（案）

予算額 391,577千円

国の「新しい地方経済・生活環境創生交付金」を活用し、多様な主体の連携のもと、市町のソフト事業等と合わせて地域特性
を生かした社会資本整備に取り組むことで、地域活性化を促進するとともに、県民の安全・安心の確保に向けた防災・減災対策
を推進する。

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり
現状値
目標値

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

現状値

目標値

現状値

目標値

お問い合わせ先
土木部河川港湾局 河湾川岸課（089-912-2670）
土木部道路都市局 港湾海岸課（089-912-2690）
土木部道路都市局 道路建設課（089-912-2710）

河川・海岸の
津波対策

❶ Velo-city2027Ehime開催を契機とした自転車新文化推進プロジェクト  
○事業内容 Velo-cityの開催に向けて、石手川の河川空間を活用した自転車等の

 移動環境を創出するため、管理用通路（全長1.2km）を整備
○事業箇所 石手川（松山市）
○事業費  52,631千円

❷ 住民が住み続けられる安全・安心なまちづくりプロジェクト
○事業内容 僧都川において、長崎海岸の津波対策と連携した河川堤防の耐震化の

 早期着手に向けて、測量設計を実施
○事業箇所 僧都川（愛南町）
○事業費 42,105千円

１ 河川改修費 （94,736千円）

３ 道路改築事業費 （191,578千円）

❸ 森林資源を活かした林業生産・流通機能強化事業
○事業内容 木材運搬車のすれ違い困難箇所解消に向けて、原木等の運搬経路となる

 道路（８か所（全長1.58km））の改築を実施
○事業箇所 国道380号（内子町）

２ 海岸保全施設整備事業費（105,263千円）

❷ 住民が住み続けられる安全・安心なまちづくりプロジェクト
○事業内容 愛南町最大の人口集積地となっている御荘湾沿岸において、長崎海岸の

 津波対策のため、護岸改良を実施（全長740m）

○事業箇所 長崎海岸（愛南町）

❸ 森林資源を活かした林業生産・流通機能強化事業

 インフラ整備 ソフト事業

林業を深掘りする
マガジンの発行

 拠点整備

原木市場の敷地
拡大

運搬ルートの
整備（すれ違い
困難箇所の解消）

＜写真は現況＞

拠点整備箇所

現在の内子町
小田原木市場

×

県内子町

県

❶ Velo-city2027Ehime開催を契機とした自転車新文化推進プロジェクト

 ソフト事業
持続可能な
都市モビリティ計画
（SUMP）の策定

 ソフト事業

若者等による
自転車活用推進
（ワークショップ、フィー
ルドワーク） 等

 拠点整備

とべ動物園の整備

×
河川空間での環境整備
【イメージ図】

❷ 住民が住み続けられる安全・安心なまちづくりプロジェクト

 ソフト事業  インフラ整備

防災フォーラムの開催
防災アプリの整備 等 ×

防災フォーラム
【イメージ図】

僧都川

長崎海岸

愛南町 県

今治市

地域活性化の促進   防災・減災対策の推進

 【新しい地方経済・生活環境創生交付金充当事業】

 インフラ整備
河川空間での
環境整備 等

 インフラ整備
自転車通行空間整備 石手川

国道380号



別紙  地方創生につなげる防災・減災対策等の推進事業

事　項　名

拠点形成を支援するための道
路の整備率

9１.０%（～R6年度累計）

91.3%（～R8年度累計）
拠点形成を支援するための道路の整備率

9１.0%（～R６年度累計）

91.3%（～R8年度累計）

災害想定死者数
16,032人（H25年）

　2,439人 河川整備率
46.5%（～R6年度累計）

46.1%（～R8年度累計）

基準年から目標年に整備する海岸施設によ
り高潮や津波浸水から守られる地域の面積

9,013ha（R5～6年度累計）
9,014ha（R5～8年度累計）

25-4：生活圏域道路の整備
道路改築事業費
【道路建設課】

生活圏域ネットワーク道路の改良率
（0.2％/年　増を目指す）

90.1%（～R６年度累計）

90.8％（～R8年度累計）

施　　策 細　施　策 K　P　I

25：暮らしを支える地域交通の維持と基盤整備

29-8：津波・高潮災害の予防
海岸保全施設整備事業費
【港湾海岸課】

海岸保全基本計画に基づく重点整備海岸の整備率
（R8年度までに4％増を目指す）

17％（H27～R6年度累計）

21％(H27～R8年度累計)

29：大規模災害に備えたまちづくり 29-7：河川災害の予防
河川改修費
【河川課】

計画延長に対する事業実施率
（0.3％/年　以上を目指す）

0.4％（R4～5年度累計）

1.2％(R4～8年度累計)
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